
（2016年春闘　反映） 　　　※個人契約で差異あり

労働条件比較 沖電気 沖電気 沖電気 沖電気

正規社員 シニア社員 契約社員　※ 派遣社員　※

初年度２０日～ 初年度１１日～ ６カ月後１０日～20日６カ月後１０日～20日

１５年以上２２日 雇用継続は２０日 　　　　法定● 　　　　法定●

　　　半日休暇 ２４回まで、繰越可 ２４回まで、繰越可 １２回まで、繰越可 制度なし 　●

　繰越保有休暇 最大４４日間 定年時引き継ぎ 法定（次年度まで）● 法定（次年度まで）●

　　　結婚 ５日間有給 ５日間有給 制度なし　● 制度なし　●

　子女の出生 ５日間有給 ５日間有給 制度なし　● 制度なし　●

５人 支給しない 支給しない 支給しない

妻１万円、子１万円 　　　　　● 　　　　● 　　　　　　●

　《親族の死亡時の扱い》

配偶者、子 ７日間有給 ７日間有給 ４日間　無給　● 制度なし　●

配偶者の父母 ５日間有給 ５日間有給 ２日間　無給　● 制度なし　●

兄弟姉妹、祖父母 ３日間有給 ３日間有給 ２日間　無給　● 制度なし　●

　《出勤不可能日の扱い》

本人以外の伝染病 その日数有給 その日数有給 その日数無給● 無給 　　　●

天災地変、交通機関途絶 その日数有給 その日数有給 その日数無給● 無給 　　　●

裁判所からの公務召集 その日数有給 その日数有給 その日数無給● 制度なし　●

１０年以上、リフレッシュ休暇制度５日間有給＋祝金 制度あり　　● 制度 なし  　　● 制度なし　●

有給、付与年２～５日 有給　付与年２～５日

積立限度５０日　　→ （６０歳時保有消滅）

産前期間休暇（無給・健保給付 ５６日間 ４２日間 ４２日間　　　　● ４２日間　　●

産後期間休暇（無給・健保給付 ５６日間 ５６日間 ５６日間 ５６日間

生後満1年未満 生後満1年未満 生後満1年未満

1日2回、1回30分 1日2回、1回30分 1日2回、1回30分

住宅融資・家賃補助制度 制度あり 制度なし　● 制度な し   　● 制度なし ●

退職金制度 制度あり　 制度なし　● 制度なし　   　● 制度なし　●

障害補償・弔意、見舞金制度 制度あり　 制度あり　 制度なし　 　　● 制度なし　●

育児・介護休職 育児２年、介護１年以内　　　　法定 　　　　法定 　　　　法定

一時金の支給 労使交渉　４．６ヵ月 （年２カ月） 個別に支給 嗜好料程度　●

雇用期間 無期 有期  　   ● 有期 　　　　　　● 有期 　　　●

労働組合（沖ユニオン） 加入 加入　(シニア） 未加入　　　　　● 未加入　　●

　　《賃金関係》

１８歳　１５６，５００ ＧＡ　２０３，５００～ 時給１２５０円程度 時給１１００円程度

２５歳　１７５，５００ ＧＢ　１６５，０００～ 月額　１９３，７５０ 月額　１７０，５００

５０歳以上　２３１，０００ ＧＣ　１６０，０００～ 労働時間１５５時間 労働時間１５５時間

（最低賃金） Ｇランクが３段階 推定　個別契約 推定　個別契約

標準賃金（本体は３０歳開発・設計）　　３０２，１００

　　年次有給休暇

制度なし　●

　　　　最低賃金など

　　　　目的別休暇制度 制度なし       ●

　　　　　　育児時間

　家族手当（２０１７年３月改定)

２ ０ １ ７ 年 ３ 月 第 ３ ４ ４ 号

若
い
人
・
低
収
入
層

社
会
的
健
康
に
課
題

●
若
い
世
代
は
生
き
が
い
や
家
計
、
職

場
関
係
に
、
高
齢
者
は
自
分
の
健
康
や

病
気
に
悩
ん
で
い
る
。
●
若
い
世
代
は

幸
福
度
が
低
い
が
、
こ
れ
は
職
場
等
の

ス
ト
レ
ス
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
●

２
０
代
の
死
因
の
半
数
は
自
殺
で
そ
の

動
機
の
４
割
が
仕
事
関
係
の
悩
み
と
う

つ
病
に
よ
る
も
の
。
と
１
４
年
の
「
厚

生
労
働
白
書
」
は
精
神
的
・
社
会
的
な

健
康
状
況
を
分
析
し
て
い
る
▲
１
５
年

「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
で
は
、
主

食
（
ご
飯
や
パ
ン
）
と
主
菜
（
肉
・
魚

類
）
、
副
菜
（
野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻

類
）
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
を
推
奨
し

て
い
る
。
野
菜
は
一
日
に
３
５
０
ｇ
を

目
安
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
は
９
割

が
食
べ
て
い
る
が
、
２
０
代
は
６
割
程

度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
４
人
に

一
人
が
、
朝
食
を
「
食
べ
な
い
」
「
錠

剤
や
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
み
」
「
お
菓
子

や
果
物
」
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
課
題

が
あ
る
と
指
摘
▲
「
健
康
日
本
２
１
」

の
運
動
習
慣
で
は
２
０
代
男
性
の
８
割
、

女
性
の
９
割
が
「
運
動
し
な
い
」
と
な
っ

て
い
る
。
若
者
は
仕
事
が
忙
し
く
て
食

事
も
運
動
に
も
気
を
配
る
余
裕
が
な
く

生
活
し
て
い
る
▲
格
差
と
貧
困
が
広
が

り
、
日
本
は
「
健
康
格
差
社
会
」
に
な
っ

て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
は

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
近
藤

克
則
さ
ん
。
糖
尿
病
合
併
症
の
（
網
膜

症
）
を
例
に
し
て
、
非
正
規
雇
用
者
が

正
規
雇
用
者
の
１
・
５
倍
の
発
症
。
低

所
得
者
、
受
け
た
教
育
年
数
な
ど
、
社

会
的
・
経
済
的
に
低
い
層
ほ
ど
健
康
状

態
が
悪
い
と
指
摘
し
て
い
る
▲
憲
法
２

５
条
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
長
時
間
労
働
是
正
、
正
規
と
非
正

規
の
格
差
を
な
く
す
な
ど
は
、
喫
緊
の

課
題
で
す

（
謙
）

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉２－２０－８ 染野ビル２Ｆ 電話 03（6421）5323

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリックホームページ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。花言葉

あなたを信じます

雪
割
草

安
倍
首
相
は
、
「
働
き
方

改
革
」
と
称
し
て
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
、
「
長
時
間

労
働
の
是
正
」
を
掲
げ
て
い

る
が
、
政
府
・
財
界
主
導
の

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」

に
任
せ
て
は
、
「
同
一
労
働

同
一
低
賃
金
」
に
な
り
、

「
長
時
間
労
働
の
是
正
」
は
、

金
銭
保
証
に
よ
る
解
雇
の
自

由
化
や
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
の
強

要
に
な
り
か
ね
な
い
。

誰
で
も
最
低

時
給
１
５
０
０
円
を

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
前

提
と
し
て
、
ま
ず
、
最
低
賃

金
を
し
っ
か
り
確
立
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
仮

に
、
時
給
１
５
０
０
円
に
引

き
上
げ
た
と
し
て
も
、
一
か

月
２
１
．
７
万
円
で
あ
り
、

単
身
者
世
帯
の
家
計
費
が
か

ろ
う
じ
て
賄
わ
れ
る
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た

め
に
ま
ず
実
現
す
べ
き
は
、

違
法
な
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根

絶
、
年
休
の
完
全
消
化
、
週

休
２
日
制
の
完
全
実
施
に
よ

る
「
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

格
差
の
解
消
を

Ｏ
Ｋ
Ｉ
に
お
い
て
も
、
正

社
員
と
非
正
規
社
員
の
賃
金

や
待
遇
で
の
格
差
が
歴
然
と

し
て
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

格
差
を
是
正
す
る
こ
と
な
し

に
、
真
の
働
き
方
改
革
は
で

き
ま
せ
ん
し
、
働
く
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

●印は正規社員と比較して顕著な差異が生じている箇所



　３６（サブロク）協定での残業時間の上限
　一カ月 　３カ月 　　　１年

沖電気本体 80 240 800
東レ 100 900
東京ガス 240 510
三井住友銀行 80 960
三菱重工業 240 960
住友化学 100 1200
トヨタ自動車 80 720
日立製作所 400 960
ＮＴＴ東日本 150 750
野村証券 72 360
電通 70

労働基準法
　　　法定労働時間 労使協定：残業時間
１日 　８時間 １カ月 　４５時間
１週 ４０時間 １年 ３６０時間
残業は禁止 特別協定でさらに延長

　　２０１５年の過労死
　　　労災認定状況
請求 ２８３人
認定 　９６人

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ７ 年 ３ 月 第 ３ ４ ４ 号

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

【
群
馬
・
富
岡
】

毎
月
月
末
の
金
曜
日
の
終

業
時
間
を
午
後
三
時
に
早
め

る
よ
う
企
業
に
呼
び
か
け
る

｢

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー｣

が
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
各
社
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
早
く
退
社
で
き
る
こ

と
は
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

実
施
し
た
企
業
は
６
・
５
％

の
よ
う
で
す
。

職
場
で
も
、
「
早
く
帰
れ

る
と
、
気
分
的
に
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
て
い
い
ね
」
「
実

施
す
る
だ
け
で
も
、
宣
伝
に

な
る
」
「
組
合
か
ら
の
話
は

な
い
の
？
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム

フ
ラ
イ
デ
ー
に
取
り
組
ん
で
、

午
後
三
時
に
退
社
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

一
緒
に
は
た
ら
く

仲
間
と
し
て

【
埼
玉
・
本
庄
】

新
し
い
派
遣
社
員
が
職
場

に
配
属
さ
れ
て
き
ま
す
。

「
新
し
い
人
が
入
っ
た
な
ぁ
」

と
思
っ
て
も
紹
介
さ
れ
な
く

て
、
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

や
っ
と
朝
礼
で
紹
介
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
中
に
は
、
「
沖

に
来
て
、
も
う
１
カ
月
近
く

に
な
る
」
と
い
う
人
も
い
た

の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

今
や
３
人
に
１
人
が
非
正

規
で
働
い
て
い
る
世
の
中
で
、

身
内
が(

甥
っ
子
や
姪
っ
子
、

あ
る
い
は
兄
弟
や
姉
妹
な
ど

…)

そ
う
や
っ
て
働
い
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
互

い
の
人
間
ら
し
い
関
係
や
つ

な
が
り
は
今
ま
で
以
上
に
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
名
前
と

顔
が
わ
か
る
、
一
致
す
る
こ

と
で
、
な
ん
だ
か
、
少
し
近

く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
よ
ね
。

良
い
品
質
に
は

し
っ
か
り
し
た
教
育
を

【
派
遣
社
員
】

現
場
で
は
仕
事
の
手
順
を

派
遣
同
士
で
教
え
合
っ
た
り

し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
リ
ー

ダ
ー
が
仕
事
を
全
部
把
握
し

て
お
ら
ず
教
え
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
る
。
こ
ん
な
伝
言
ゲ
ー

ム
の
よ
う
な
教
育
で
は
間
違

い
が
起
き
る
の
も
当
然
だ
。

中
途
半
端
な
こ
と
を
教
わ
れ

ば
習
熟
も
遅
れ
る
。

特
に

新
人
に
は
、
き
ち
ん
と
知
識

を
持
っ
た
人
が
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
作
業
の
意
味
も
含
め
て

細
か
い
点
ま
で
教
育
し
て
も

ら
い
た
い
。
正
し
い
や
り
方

を
し
っ
か
り
教
え
る
こ
と
で

後
々
の
品
質
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
か
ら
。

早
期
に

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

【
埼
玉
・
蕨
】

１
月
１
４
日
の
土
曜
日
に

蕨
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し

た
全
盲
の
男
性
が
亡
く
な
る

と
い
う
痛
ま
し
い
人
身
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
蕨
駅
や
南

浦
和
駅
を
い
つ
も
見
て
思
う

の
で
す
が
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
は

ホ
ー
ム
に
人
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
一
杯
に
な
り
、
ま
た
そ

う
で
な
い
時
間
帯
で
も
階
段

の
脇
な
ど
非
常
に
狭
い
場
所

が
あ
り
危
険
に
感
じ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
す
る

駅
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
危
険
度
の
高
い
駅

を
優
先
的
に
設
置
し
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
通
勤

時
な
ど
急
い
で
い
る
状
況
で

も
安
全
第
一
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
資
金
の
動
向
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
電
気
グ
ル
ー
プ

手
元
資
金
４
７
８
億
円

答
え
＝
１
６
年
３
月
期
の

内
部
留
保
金
（
剰
余
金
と
退

職
引
当
金
）
は
９
０
８
億
円
。

手
元
資
金
（
現
金
・
預
貯
金
）

は
４
７
８
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
左
グ
ラ
フ
）
有
価

証
券
報
告
書
か
ら
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

《 沖電気を考える 》 第１０６回 残業時間

□
■

話
題

□
■

雇
用
保
険
積
立
金
残
高
の
増

加
で
保
険
料
率
が
下
が
る

２
０
０
２
年
に
は
積
立
金
残
高

が
過
去
最
低
の
４
０
６
４
億
円
に

な
っ
て
い
た
が
、
保
険
料
率
の
ア
ッ

プ
や
失
業
手
当
給
付
金
の
削
減
で
、

２
０
１
５
年
に
は
積
立
金
が
６
兆

４
２
６
０
億
円
ま
で
増
加
し
財
源

に
余
裕
が
で
き
た
。
最
低
賃
金
よ

り
低
い
給
付
金
の
改
善
と
保
険
料

の
引
き
下
げ
要
求
の
声
に
応
じ
て
、

労
使
折
半
で
負
担
す
る
雇
用
保
険

料
を
総
賃
金
０
・
８
％
か
ら
０
・

６
％
に
下
げ
、
失
業
手
当
は
増
額

な
ど
の
改
正
案
が
厚
生
省
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
。

◆
◇

電
機
連
合
組
合
員
（
約
５
６
万
人
）
の
実
態

◇
◆
（

電
機
連
合
の
調
査
か
ら
）

所
得
停
滞
で
産
業
間
格
差
解
消
な
ら
ず
労
働
時
間
は
増
大
傾
向

７
月
で
の
比
較
⇒

公
租
公
課
負
担

は
２
割
を
超
え
増
加
傾
向
。
可
処
分
所

得
＝
給
与
な
ど
の
個
人
所
得
か
ら
、
支

払
い
義
務
の
あ
る
税
金
や
社
会
保
険
料

な
ど
を
差
し
引
い
た
残
り
の
手
取
り
収

入
。
公
租
公
課
＝
所
得
税
、
住
民
税
な

ど
の
公
租
と
社
会
保
険
料
な
ど
の
公
課

の
合
計
。
１
９
８
７
年
に
決
め
た
９
０

年
代
の
早
い
時
期
に
年
間
総
実
働
時
間

を
１
８
０
０
時
間
に
す
る
。
と
い
う

方
針
か
ら
３
０
年
を
経
て
い
る
が
労

働
時
間
は
改
善
し
て
い
な
い
。

製造業平均＝１００

２
０
１
４
年

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

調
査
か
ら
↓

日
本
は
、
長
時
間
働

く
人
の
割
合
が
多
く
、

カ
ロ
ー
シ
が
国
際
語
に

な
っ
て
い
る
。

労
働
基
準
法
で
は
一

日
８
時
間
、
週
４
０
時

間
が
労
働
時
間
の
上
限

に
な
っ
て
い
る
が
、
労

使
が
合
意
す
れ
ば
こ
れ

を
超
え
て
も
残
業
が
可

能
に
な
る
労
働
基
準
法

３
６
条
が
あ
る
。
こ
の

「
３
６
協
定
」
で
沖
電

気
も
過
労
死
認
定
基
準

に
該
当
の
月
・
８
０
時

間
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。


